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はじめに

カントは、 1755年から1796年までの41年時に及ぶ教授活動の問、終始アレクサンダー・

ゴットリープ・パウムガルテンの諸著作を講義のテクストとして用いた。もちろん、この

事実が度ちに、カントがパウムガルテンの思想に与していたということを意味するわけで

はない口しかし、カントは、みずからの講義において、これらの醤ごから対応的に If10C念J
を取り上げたので、バウムガルテンの「概念規定jと「証明Jは、常に彼の自の1誌にあっ

たわけである O したがって、賛成するにせよ、反対するにせよ、バウムガルテンに対する

コンテクストの中でカントの思想、形成がなされたことは確かで、あり、少なくとも用語法や

立論形式についての影響は必至と言わねばならない。バウムガルテンの哲学は、カント哲

学の形式宿を理解する上での必要不可欠な前提である。

「動機J(motivum， Bewegungsgrund) あるいは「束1j~lk:J (stimulus， Antrieb (Anreiz)) とい

う「動因J(causa impulsiva， Bewegursache) の概念、そして「インセンテイブJ(elater， 

Triebfeder) の概念を理解するにあたっては、上のコンテクストを踏まえることが必須で、

あるということは既に論じた同様のことは、カント実践哲学の最重要概念と言っても

よい「意志J(Wille)や「随意欲求能力J(Willkur) をも含む f欲求能力J
(Begehrungsvermogen)の概念と、それと密接に関連する「快J(Lust)と「不快J(Unlust) 

の「感情J(Ge白出)の概念を理解するにあたっても言えるであろう口そして、カント自身

が「形而上学がその周りを回転しているこつの軸J(XX 311) 2のうちの一つであると述べ

るのが f自由概念の実在性の教説Jであるが、少なくとも「実践的自由」の概念の考察に

おいては、まずは上のコンテクストを参照することが欠かせない。

バウムガルテンの欲求能力論(彼にあっては、カントで言うところの感情論もこれに含

まれる)は、 f形而上学j(Metaphysica)の一章を成す「経験的心理学J(psychologia empirica) 
において見いだされる。この章は、カントが自身の「形而上学J講義の入門篇として講じ

たものであるばかりか、彼の「人間学J(Anthropologie)講義においてもテクストとして利 O 

用された重要箇所である O カントの実践哲学を真に理解するための準備作業として、この

1 拙論「カントのいわゆる f動機j概念J(r筑波哲学j第16号、 2008年)、 Triebfederbei Baumgarten 

und Kant (r筑波哲学j第17号、 2009年)、 Reinheitdes Bewegungsgrundes bei Kant (r哲学・思想論集J

(筑波大学哲学・思想、専攻)第35号、 2010年)を参関のこと。通例とは異なる訳語の配置に注意。

2 カントからの引用は基本的にアカデミー版カント全集の巻数と頁づけによる。ただし、 r~*辛理性の

批判j~こ関しては、第 l 版をA.第 2M震を B の記号で示し、その夏数を付す。
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「経験的心理学」において「快と不快」および「欲求能力」というものがどのように捉え
られているかを跡づけてみる。

１　経験的心理学

　「経験的心理学」（psychologia empirica）と言うけれども、「経験的」（empiricus, empirisch）
とはどういうことであろうか。バウムガルテンが「経験的」と呼ぶ心理学は、「経験
〔experientia〕から直接的な仕方でみずからの諸命題を導出する」（§ ５０３）３心理学のことで
ある。ところで、「経験」（experientia, Erfahrung）とは、「感覚〔sensatio〕による明晰な認
識」（Acroasis logica, § １６３）あるいは「感覚能力〔sensus〕による明晰な認識」（Metaphysica, 
§ ５４４）であり、この「感覚」および「感覚能力」は「経験的心理学」の中で以下のように
定義されている。
「私は現在の私の状態を思う〔cogitare〕。それゆえ、私は現在の私の状態を表象する
〔repraesentare〕、すなわち、私は感覚する・・・・〔sentire, empfinden〕。現在の私の状態の
諸々の表象〔repraesentatio〕あるいは諸々の感覚・・〔sensatio, Empfindung〕（現象
〔apparitio〕）は、現在の世界の状態の表象である（§ ３６９）」（§ ５３４）。
「私は、感覚する能力〔facultas ４〕（§ ５３４, ２１６）すなわち感覚能力・・・・〔sensus, Sinn〕をも
つ。感覚能力は、私の魂の状態を表象する内的・・感覚能力〔sensus internus, innerer 
Sinn〕であるか、それとも、私の身体の状態を表象する外的・・感覚能力〔sensus 
externus, äuserer Sinn〕であるかである（§ ５０８）。だから、感覚は、内的感覚能力（狭
義の意識〔conscientia〕）によって現実化される内的感覚・・・・であるか、それとも、外的感
覚能力によって現実化される外的感覚・・・・であるかである（§ ５３４）」（§ ５３５）。

したがって、こういう「感覚」（sensatio, Empfindung）ないしは「感覚能力」（sensus, Sinn）５

による明晰な「認識」から命題を導出する場合、心理学は「経験的」であり、「経験心理
学」（Erfahrungspsychologie, vgl. Übersetzung von G.F.Meier ６）とも呼ばれうるのである。
　ちなみに、psychologiaないしはPsychologieという言葉は、ラテン語のanima，ドイツ語
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３ Alexander Gottlieb Baumgarten, Metaphysica, Editio IV, Halle １７５７. 引用文の訳において、〔　〕内および
……は引用者による補足と省略である。参照指示の部分を原文にはない丸括弧で括ることにする。引用
文中の丸傍点による強調は原著者、筆先傍点による強調は引用者による。
４ 「あらゆる存在する実体は働く〔agere, tun, handeln, würken〕（§ ２１０, １９９）。したがって、それは、働
く可能性、あるいは、能力・・〔facultas, Vermögen〕（potentia activa, vis, cf. § １９７）をもつ（§ ５７）。その実
体が受動する（pati, leiden）場合、それは、受動する可能性、すなわち、受容性・・・〔receptivitas, Fähigkeit, 
Empfänglichkeit〕（受動的〔passivus〕能力、受け入れ能力〔capacitas〕）をもつ（§ ５７）」（§ ２１６）。「実体
に諸々の附帯性が内属する場合、或るものが、内属性〔inhaerentia＝附帯性の存在（cf. § １９２）〕の根拠
〔ratio〕（§ ２０）、あるいは、広義の力・・・・（efficacia, energia, activitas cf. § ２１６）であり、充足的根拠（§ ２２）
である。後者は力・（狭義の・・・、そして、簡略のために時折、vis simpliciter）である」（§ １９７）。
５ このSinnは、「感官」と訳されることが多いが、少なくとも「身体」の「器官」ではなく「魂」ない
し「心」の「能力」、それも「感覚する」「能力」を意味するのだから、誤解を誘発しかねない耳慣れな
い訳語を用いるよりも、シンプルに「感覚能力」と訳したほうがよいと思われる。



のSeeleに相当するギリシア語「プシューケー」と、「論」ないしは「学」を意味する接尾
語（logia, logie）との合成語であるから、「魂論」ないしは「魂学」という訳がその直訳で
あり、殊に「経験的」なpsychologiaに対置される「理性的」（rationalis，rational, vernünftig）
なpsychologiaは、「魂」の「概念」（notio）から「理性推理」（ratiocinium）を介して「魂
の不死」などを導出するものであるから、現代の経験科学を彷彿させる「心理学」という
言葉はそぐわない。しかし、「経験的」なそれにかぎって言えば、先のような内実のもの
であるから、「心理学」と呼んでさしつかえないであろう。
　心理学の全体像と経験的心理学の詳細目次は以下のとおりである。
　　３）第３部 心理学
　　　Ａ）プロレゴメナ　§ ５０１-５０３
　　　Ｂ）心理学についての論考
　　　　ａ）第１章 経験的心理学
　　　　　α）第１節　魂の存在〔exsistentia〕について　§ ５０４-５１８
　　　　　β）魂の諸々の能力〔facultas〕について
　　　　　　　　認識能力
　　　　　　　　　下級認識能力
　　　　　　　　　　第２節　下級認識能力一般　§ ５１９-５３３
　　　　　　　　　　個々の下級認識能力
　　　　　　　　　　　第３節　感覚能力〔sensus（Sinn）〕について　§ ５３４-５５６
　　　　　　　　　　　第４節　想像力〔phantasia（Einbildungskraft）〕について　§ ５５７-５７１
　　　　　　　　　　　第５節　鋭敏さ〔perspicacia（scharfsinniger Witz）〕について § ５７２-５７８
　　　　　　　　　　　第６節　記憶について　§ ５７９-５８８
　　　　　　　　　　　第７節　創作能力について　§ ５８９-５９４
　　　　　　　　　　　第８節　予見能力〔praevisio〕について　§ ５９５-６０５
　　　　　　　　　　　第９節　判断〔判定〕能力〔［di］iudicium〕について　§ ６０６-６０９
　　　　　　　　　　　第１０節　予知について　§ ６１０-６１８
　　　　　　　　　　　第１１節　表示能力について　§ ６１９-６２３
　　　　　　　　　上級認識能力
　　　　　　　　　　第１２節　一般に 知性について　§ ６２４-６３９
　　　　　　　　　　第１３節　個々に 理性について　§ ６４０-６５０
　　　　　　　　欲求能力
　　　　　　　　　欲求能力一般
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６ Metaphysik, Neue vermehrte Auflage, übersetzt von Georg Friedrich Meier, herausgegeben von Johann 

August Eberhard, Halle １７８３. 後継者のゲオルグ・フリードリッヒ・マイアーがバウムガルテンの全１０００パ
ラグラフを７４３パラグラフへ圧縮再構成して１７６６年に出版した独訳に、マイアーの死後、ハレ大学の彼
のポスト（かつてヴォルフが占めていた哲学正教授のポスト）をカントの代わりに引き継いだヨハン・
アウグスト・エーベルハルトが『純粋理性の批判』出版直後に注を加えて再版したもの。２００４年に
Dietrich Scheglmann Reprintsによって復刻され入手容易となった。frommann-holzboogが、バウムガル
テン自身のラテン語原典からの独訳完全版の出版を予定しているらしい。



　　　　　　　　　　第１４節　どうでもよさについて　§ ６５１-６５４
　　　　　　　　　　第１５節　快と不快について　§ ６５５-６６２
　　　　　　　　　　第１６節　欲求能力について　§ ６６３-６７５
　　　　　　　　　個々の欲求能力
　　　　　　　　　　第１７節　下級欲求能力　§ ６７６-６８８
　　　　　　　　　　上級欲求能力
　　　　　　　　　　　第１８節　意志〔voluntas（Wille）〕と無意志について　§ ６８９-６９９
　　　　　　　　　　　それの自由〔libertas（Freiheit）〕について
　　　　　　　　　　　　諸前提について
　　　　　　　　　　　　　第１９節　自発性〔spontaneitas〕について　§ ７００-７０７
　　　　　　　　　　　　　第２０節　随意欲求能力〔arbitrium（Willkür）〕について　§ ７０８-７１８
　　　　　　　　　　　　第２１節　本性〔natura〕について〔自由について〕　§ ７１９-７３２
　　　　　γ）第２２節　魂と身体の交わりについて　§ ７３３-７３９
　　　　ｂ）第２章　理性的心理学
　バウムガルテンの欲求能力論（「経験的心理学」第１４－２１節）は、快と不快についての
論から始まる。これは、彼の哲学においては欲求ないし忌避は必ず快ないしは不快を前提
するからである。のちにカントが批判することになるこの思想を跡づけてみよう。

２　気に入り

　まずは、快と不快の根拠となる「気に入り」（Wohlgefallen）について検討される。第１４
節のタイトルは「どうでもよさについて」であるが、この説を理解するためには、「象徴的
認識」と「直観的認識」との区別を見ておかねばならない。
　判定能力（facultas diiudicandi, Beurteilungsvermögen）７によって或るものの「完全性」
（perfectio, Vollkommenheit）ないし「不完全性」（imperfectio, Unvollkommenheit）が知覚
（percipere）されるが、この場合の認識は「象徴的」（symbolicus, symbolisch）であるか、
それとも、「直観的」（intuitivus, anschauend）であるかである。「しるし」と「しるしづけ
られたもの」を同時に表象し、それらを表象において結合する場合に、しるしの表象がし
るしづけられたものの表象よりも大きいなら、認識は「象徴的」である。しるしづけられ
たものの表象がしるしの表象よりも大きいなら、認識は「直観的」である（第１１節「表示
能力について」参照）。
　直観的に完全性が認識されるものは、「気に入られ」（placere, gefallen）、不完全性が認識
されるものは、「気に入られない」（displicere, missfallen）。そして、直観的にそれの完全性
も不完全性も認識されないものは、「どうでもよい」（indifferens, gleichgültig）。気に入られ
るものは直観的に「よい」（bonum, gut）と表象され、気に入られないものは「わるい」
（malum, übel, böse）と表象される（「有論」第１章「有の普遍的述語」第７節「完全なも
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７ 「私は諸々の実在の完全性と不完全性を知覚する、すなわち、判定する・・・・〔diiudicare, beurteilen〕。それ
ゆえ、私は、判定能力〔facultas diiudicandi, Beurteilungsvermögen〕をもつ（§ ２１６）」（§ ６０６）。



の」参照８）。どうでもよいものは「よい」とも「わるい」とも表象されない（cf. § ６５１）９。
　どうでもよさは、そもそも当のものがどこまで認識されているかに呼応する。私がいか
なる完全性も不完全性も直観的には認識しないものは、「私にとって完全にどうでもよい」
（mihi plenarie (gänzlich) indifferens）ものである。私が単にそのものの或る完全性に関して
完全性もそれの反対も直観的には認識しない場合、そのものは「私にとって相対的にどう
でもよい」（mihi respective (gewisser Maassen) indifferens）ものである。「私に知られていな
いもの」（mihi ignotum, das mir ungekannnte）は、私にとって完全にどうでもよい。私が象
徴的にしか認識しないものは、それの完全性ないし不完全性をどれほど認識しようとも、
私にとって直観的には「よく」も「わるく」もなく、「気に入られ」も「気に入られなく」
もなく、「どうでもよい」ものなのである（cf. § ６５２）。
　もし心の全表象のうちに気に入られるものも気に入られないものも含まれていないとす
るなら、心は「全体的にどうでもよい」（totaliter (gänzlich) indifferens）状態にあることに
なる。心の全表象のうちにどうでもよい部分があれば、心は「部分的にどうでもよい」
（partialiter (zum Theil) indifferens）状態にある。それゆえ、ただ一つのものが最も小さな
程度で気に入られる／気に入られないとしても、その人は完全にどうでもよい状態にある
わけではない。それのあらゆる表象が完全性のあらゆる可能な観点で気に入られる／気に
入られないというわけではない人は、部分的にどうでもよい状態にあるわけである（cf. § 
６５３）。
　「主観的に無記な」（subiective (diesem oder jenem) adiaphoron (indifferens)）ものとは、
「あれこれの人にとってどうでもよい」もののことであり、或る表象力が「よい」とも「わ
るい」とも直観的には認識しないもののことである。「客観的に無記な」（obiective (an sich 
selbst) adiaphoron）ものとは、「それ自体そのものでどうでもよい」もののことであり、
「よく」も「わるく」も「ある」のではないもののことであるが、「絶対的にどうでもよい」
（absolute (schlechterdings) indifferens）ものと「相対的にどうでもよい」（respective (in 
gewisser Absicht) indifferens）ものとに分かたれる。あらゆる有は超越論的に「完全」であ
り、「よい」ので、前者は、「有」とはいえない（「有論」第１章「有の普遍的述語」第７
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８ バウムガルテン『形而上学』の最初の１００節（「有論」第一章）については、既に訳注を試みた（『カ
ント理論哲学形成の研究――「実在性」概念を中心として――』溪水社、１９９８年）。
９ マイアーの解説本では以下のように言われる。「或る事象が私たちに気に入られる・・・・・・・・・・・・・・・のは、私たちがそ
の事象の完全性を直観的な仕方で認識する場合である。あるいは、その事象がよいものであるかぎりに
おいて、私たちがその事象を私たちにとって直観的によいものとして表象する場合である（§ ９９）。……
或る事象が私たちに気に入られない・・・・・・・・・・・・・・・・のは、私たちがその事象の不完全性を直観的な仕方で認識する場合
である。あるいは、その事象がわるいものであるかぎりにおいて、私たちがその事象を私たちにとって
直観的にわるいものとして表象する場合である（§ １００）」（Georg Friedrich Meier, Metaphysik, Dritter Teil: 
Die Psychologie, Halle １７５７, § ６４７）。マイアーが注４で挙げた独訳にさきがけて１７５５-５９年に出版したこ
の『形而上学』は、バウムガルテンの『形而上学』を４巻本で全１８００頁余り（「序論、有論」４６３頁、「宇
宙論」３１２頁、「心理学」５１１頁、「自然神学、索引」５２８頁）にわたって逐行解説したもので、バウムガ
ルテンの簡潔な叙述の理解を助けてくれる。２００７年にOlmsよりMichael Albrechtの序言を附して復刻さ
れ、利用しやすくなった。



節「完全なもの」参照）。後者は、或る完全性ないしそれの反対には何も寄与しないもので
あるが、これも、この「最善の世界」には存在しない。それゆえ、「実在をあるがままに直
観する者」にとって、いかなる実在に関しても「どうでもよい」ことはない（cf. § ６５４）１０。
　ここで注意すべきは、バウムガルテンが、「気に入る」、「気に入らない」ということの
主体として「実在をあるがままに直観する者」を挙げている点である。この者は、ゲオル
グ・フリードリッヒ・マイアーの解説本では「神」と言われている１１。「神」には「感情」
はないので、「気に入る」、「気に入らない」ということが直ちに「快と不快の感情」につ
ながるわけではないことが分かる１２。

３　快と不快

　続く第１５節で、「快」と「不快」について検討される。「完全性の直観からの魂の状態」
は「快」（voluptas, Lust）である。「不完全性の直観からのそれ」は「不快」（taedium, Unlust）
である。この箇所をマイアーは「気に入る／気に入らないことから生じる魂の状態」（Vgl. 
§ ４８２）と訳している。また、自身の解説本では、「快・とは、或るものが私たちに気に入ら
れる場合に生ずるところの、あるいは、完全性の直観的認識から生ずるところの魂の状態
である。……不快・・とは、或るものが私たちに気に入られない場合に生ずるところの、ある
いは、不完全性の直観的認識から生ずるところの魂の状態である」（§ ６５１）と言っている。
　つまり、「快」ないし「不快」とは、「気に入り」ないしは「気に入らないこと」を根拠
として生じた魂の状態のことなのである。「快」も「不快」も感覚しない魂の状態は「ど
うでもよい状態」（status indifferentiae, der Stand der Gleichgültigkeit）である。快と不快は、
それが真の直観からのものであれば、「真の（verus, wahr）快と不快」と称され、それが
偽の直観からのものであれば、「仮象の快と不快」（apparentia, Schein-Lust, scheinende 
Unlust）と称される（cf. § ６５５）１３。
　ただし、「快」と「不快」に対応するラテン語は、voluptasとtaediumであるが、これら
の語にcomplacentia（カントがWohlgefallenに対応させる語である１４）とdisplicentiaという
語も添えるバウムガルテンは、対応するドイツ語として、LustとUnlustのみならず、
GefallenとMissfallenも挙げるが、更にはVergnügenとMissvergnügenも挙げていることに
注意しなければならない。遅くとも『判断力の批判』の時期のカントは、これらの語を明
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１０ 「最善の世界においては、そのような意味での〔客観的－相対的に〕どうでもよい物も存在しない。と
いうのは、この世界においては、或る世界においてありうるだけ大きな普遍的連関があるので（§ ４４０）、
そして、特に、あらゆる物は、目的と手段として、有用な物として、相互と結合されているので（§ 
４４４、４４６）、この世界における各々の完全性と結合しないような、最善の世界における何ものもなく、
それゆえ、それはいかなる観点においてもどうでもよくありえないからである。それゆえ、私たちがあ
らゆる物を、それらがある性状のままに、直観する仕方で表象しうるとするなら、私たちはいかなる物
に対してもどうでもよくはありえないことであろう。そして、そのことは、何故に神は何ものに対して

機 機 機 機 機 機 機 機 機

もどうでもよくはない
機 機 機 機 機 機 機 機 機 機

のかの原因である、私たちが自然神学において示すであろうように」（§ ６５０）。
１１ 注１０を参照のこと。
１２ Vgl. XXVIII ３３５f., ６０８f., １０５９ff., １０６５f..



確に使い分けている。「快」と「不快」そのものではなく、それらの根拠となりうるもの
が「気に入り」と「気に入らなさ」であり、「快」と「不快」のうち、特に「感覚能力」
に「気に入られ」たり、「気に入られな」かったりするものが、「満足」（Vergnügen）と
「不満足」（Missvergnügen）である（Vgl. V ２０７）。マイアーやエーベルハルトは「快」と
「不快」をドイツ語で表現するとき、VergnügenとMissvergnügenしか用いない。バウムガ
ルテン自身もドイツ語を付記する際に同様のやり方をすることがある。彼らにおいては、
LustとUnlustはVergnügenとMissvergnügenと自由に置き換えうるものだったのであろ
う。カントを読む者からすれば、たいへん紛らわしいが、これもバウムガルテンらの思想
が、これらの語の区別を必要としない内容のものであったということを示しているのであ
る。本稿では、カント哲学のコンテクストとしてバウムガルテンの思想を扱うため、カン
トのLustとUnlustに相当するVergnügenとMissvergnügenは、「快」と「不快」として扱
うことにする。
　「快」と「不快」は、それが単純な完全性ないし不完全性の直観から生じる場合、「単純
な快ないし不快」（voluptas vel taedium simplex (einfach)）であり、合成された完全性ないし
不完全性の直観から生じる場合、「合成された（compositus, zusammengesetzt）快ないし不
快」であり、感性的（sensitivus, sinnlich）な直観から生じる場合、「感性的な快ないし不快」
であり１５（それが感覚的（sensualis）な直観から生じる場合には「感覚能力の快ないし不快」
（voluptas vel taedium sensuum, der Sinne）であり１６）、判明な直観から生じる場合、「理性的
（rationalis, des Verstandes）（知性的 (intellectualis)）な快ないし不快」である１７。心が全体
的にどうでもよいわけではない場合、全体知覚において気に入りが気に入られなさよりも
強く、その状態が「快の優勢」（praedominium (Übergewicht) voluptatis）であるか、それと
も、気に入られなさがそうでないものよりも強く、それ状態が「不快の優勢」
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１３ また、完全性が認識されるもの、気に入られるものは、「よい」ものであるから、「快・と不快・・は、よい
機 機

ものとわるいものの
機 機 機 機 機 機 機 機 機

真の直観的認識から生じるか、偽の直観的認識から生じるかである。前者は、真の
快と不快であり、後者は、偽の快と不快である」ともまとめられる。この引用は、エーベルハルトが
１７９４年にみずからの講義の教科書として出版した『形而上学の短い梗概』（Kurzer Abriss der Metaphysik）
第３０４節からのものであるが、この書はバウムガルテンの『形而上学』を全４０３節に圧縮したものと思わ
れ、マイアーによって圧縮された独訳版（エーベルハルト自身が１７８３年に再版したが）よりも更に簡便
な梗概として有用である。２００９年にKessinger Publishingより復刻された。
１４ Vgl. VI ４５, VII ２４４.
１５ 「感性的な快・・・・・と不快・・は、よいものとわるいものの感性的で非判明な認識――それは単に曖昧であるか
混雑しているかである――から生じる。例えば、好きな食べ物あるいは嫌いな食べ物に関する快と不
快」（§ ６５２）とマイアーの解説本にはある。
１６ 「これ〔感性的な快と不快〕に、それの対象が私たちが感覚している現前する

機 機 機 機 機 機 機 機 機 機

事象である場合の感覚能・・・

力の快・・・と不快・・〔感覚能力に気に入られるという点では、カントが言う「満足」と「不満足」に相当する
が、カントの場合、現前していないものも含んでおり、むしろバウムガルテンの「感性的な快と不快」
に相当する。もちろん、「非判明性」とは内実を異にする「感性」であるが〕が属する。例えば、音楽、
美しい庭園などに関する快。感覚能力の快と不快はいつも感性的であるが、しかしながら、あらゆる感
性的な快と不快が感覚能力の快と不快であるわけではない。神、誤謬および他の感覚されない物に関す
る感性的な快と不快がもたれうる」（§ ６５２）とマイアーの解説本にはある。



(praedominium taedii)であるか、それとも、両者の強さが等しく、その状態が「全体的な均
衡の状態」（status totalis aequilibrii, Stand des gänzlichen Gleichgewichts）であるかである
（cf. § ６５６）。
　より強い快は、先行し連合する別の種類のより弱い快と不快を曖昧にする。より強い不
快は、先行し連合する別の種類のより弱い不快を同様の快とともに曖昧にする。したがっ
て、快の優勢において、先行し連合する不快は、そして、不快の優勢において、先行し連
合する快は曖昧にされる。より弱い快は、先行し連合する別の種類のより強い快を同様の
不快とともに明晰にする。より弱い不快は、先行し連合する別の種類のより強い不快を同
様の快とともに明晰にする（cf. § ６５７）。
　快の原因は「楽しませる」（delectare, ergötzen）。快を増やすものは「快適」（incundus 
(commodus), bequem, belustigend, angenehm）であるが、それを減らすものは「不快適」
(incommodus (ingratus), unangenehm)であり、不快を増やすものは「煩わしい」（molestus, 
beschwerlich)が、それを減らすものは「爽快にする」（gratus, erquickend, nicht unangenehm）
（cf. § ６５８）。
　現前するものの直観は、より明晰で、より真で、より確実であり、したがってより大き
いので、現前するものからの快と不快は、過去のものや未来のものからより大きくありう
る。しかし、ずっと大きくずっと多くの完全性か不完全性を含むものとして、過去や未来
のもののうちの或るものが表象される場合、あるいは、心が過去や未来のものにおける多
くの気に入りと気に入らなさによって分散させられる場合、過去や未来のものからの快と
不快は、現前するものからのものより強くなりうる。それなしには心がほとんどどうでも
よい状態であるところの、あるいは、全体的な均衡においてあるところの快ないし不快
は、より明晰に感覚される（cf. § ６５９）。
　それが定立されると私のうちに実在性が定立されるところのものは、「私にとってよい」
（mihi bonus）。それが定立されると私のうちに広義の否定性が定立されるところのもの
は、「私にとってわるい」（mihi malus）。私は、私を、私の身体を、そして、いずれもの状
態を、多くの他の実在以上に、すなわち、より真に、より明晰に、より確実に意識するの
で、何故に、私が私にとってよいないしはわるいと直観するものが、私がもっとよいない
しはわるいと判断する多くの他のものより大きな快と不快を産み出すのかが明らかであ
る。私にとってよいものおよびわるいもののうち若干のものは、私の外で存在し、若干の
ものはそうではない。後者は、私にとっての「うちわの（内的な）」（domesticus (internus), 
inner, einheimisch）よいものおよびわるいものであり、前者は、「よその（外的な）」
（adventicius (externus), äusser, fremd, von aussen kommend）ものであり、私にとって有用
なものである。うちわのものはよそのもの以上に気に入られたり、気に入られなかったり
されうる（cf. § ６６０）。
　私が或るものを単によいと直観する場合、「純粋（purus, rein） な快」が生じるが、私が
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１７ 「理性的な快・・・・・と不快・・は、よいものとわるいものの判明な直観的認識から生じる。例えば、認識の徹底
性などに関する快のように。理性的な快と不快はいつも真であるわけではない。そして、感性的な快と
不快はいつも偽であるわけではない。そうではなく、両種の快と不快は真でありうる、ないしは偽であ
りうるのである」（§ ６５２）とマイアーの解説本にはある。



或るものを単にわるいと直観する場合、「純然たる（merus）不快」（nichts, als Unlust）が
生じる。私が或るものを同時に等しくよいおよびわるいと直観する場合、その客観の観点
に お け る「部 分 的 な 均 衡 の 状 態」（status aequilibrii partialis, der Zustand einiges 
Gleichgewichtes）が生じる。私が或るものを同時に、しかし等しくない度において、よい
およびわるいと直観する場合、よいという客観の直観が大きくて、「甘い（dulcis, süss）不
快」が生じるか、それとも、わるいという客観の直観が大きくて、「苦い（amarus, bitter）
快」が生じるかである。ところで、あらゆる有限なものは部分的によく部分的にわるい。
それゆえ、私が有限なものをあるがままに直観する場合、いかなる純然たる快も不快も生
じず、あらゆる有限なものは部分的に気に入られたり気に入られなかったりする（cf. § 
６６１）。
　完全性は、それが現象であるかぎりにおいて、あるいは、それが広義の趣味によって気
づかされうるかぎりにおいて、「美しさ」（pulcritudo, Schönhiet）であり、不完全性は、そ
れが現象であるかぎりにおいて、あるいは、それが広義の趣味によって気づかされうるか
ぎりにおいて、「醜さ」（deformitas, Hässlichkeit）である。したがって、美しいものは、そ
れが美しいかぎりにおいて、それを直観する者を楽しませ、醜いものは、それが醜いかぎ
りにおいて、それを直観する者にとって煩わしい。直観が変化させられると、快と不快が
変化させられる。ところで、あらゆる私の直観は自己において（in sich）可変的である。そ
れゆえ、あらゆる私の快と不快は自己において可変的である。しかし、たいていのものよ
りも変化させられることが困難な快と不快は、「恒常的」（constans, beständig）（持続的 
(durabilis, dauerhaft)）と呼ばれる。恒常的な快と不快よりも容易に変化させられる快と不
快は、「つかのまの」（transitorius, flüchtig）（はかない（brevis, fluxus, vergänglich））快と
不快である（cf. § ６６２）。

４　欲求能力一般

　第１６節で「欲求能力」（facultas appetitiva, Begehrungsvermögen）一般について論じられ
る。
「私が或る知覚〔perceptio〕を産み出そうと努める、あるいは、骨折る場合、すなわ
ち、私が私の魂の力を、あるいは私を、一定の知覚を産み出すべく規定する場合、私
は欲する・・・〔appetere, begehren〕。それに対立するものを私が欲するものを、私は忌む・・

〔aversari, abgeneigt sein〕。それゆえ私は、欲したり忌んだりする能力（§ ２１６）、すな
わ ち、欲 求 能 力・ ・ ・ ・〔facultas appetitiva, das Vermögen zu begehrren〕（広 義 の 意 志
〔voluntas〕，cf. § ６９０）をもつ。諸々の努力〔conatus〕あるいは骨折り〔nisus〕その
もの、あるいは、私の力の私の諸規定は、欲する者の欲求・・〔appetitio，Begierde〕
（appetitus）、および、忌む者の忌避・・〔aversatio, Abneigung〕である」（§ ６６３）。

「欲する」とは、「或る知覚（マイアーの独訳では「表象」（Vorstellung））を産み出すよう
に努める」こと、すなわち「私の魂の力を一定の知覚を産み出すべく規定する」ことであ
り、その反対が「忌む」（verabscheuen, vgl. Übersetzung von G.F.Meier）ということである。
ところで、「あらゆる現実的なもの〔actuale〕は内的に可能である（§ ５４）。あるいは、存
在〔existentia〕が定立されると内的可能性が定立される（§ ５５，４０）。esseからposseへ推
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論できる」（§ ５７）ので、私が欲したり忌んだりするという「現実」から、私が「欲したり
忌んだりする」「能力」（Vermögen）すなわち「欲求能力」をもつということが推論され
る。そして、この「努力」あるいは「力の規定」が「欲求」１８あるいは「忌避」（Verabscheuung）
なのである１９。
　「欲する」には三つの条件がある。１）欲されるものが欲する者の全知覚の将来の系列の
うちに含まれているだろうと予見されること、２）欲する者の力を欲されるものが存在す
るように規定したら、それは存在するだろうと予感されること、３）欲されるものが欲す
る者に気に入られることである。したがって、欲する者に知られていないものや彼にとっ
てどうでもよいものは欲されることはない。「忌む」場合にも、同様に、１）それを知って
おり、みずからの知覚に含まれるだろうと予見すること、２）みずからの骨折りによって
阻止できるだろうと予感すること、３）気に入らないことが必要である。したがって、阻
止できる見込みがないものを忌むことはない（cf. § ６６４）。
　欲求能力の法則とは次のようなものである：私は、「気に入りを予見し、私の骨折りに
よって存在するようになるだろうと予感するもの」を産出しようと骨折る。私は、「気に
入らなさを予見し、私の骨折りによって阻止しうるだろうと予感するもの」の反対を欲す
る。したがって、私は多くのよいものとわるいものを、よいものの根拠のもとで欲するこ
とができる。私は多くのわるいものとよいものを、わるいものの根拠のもとで忌むことが
できる（cf. § ６６５）。
　私は多くのよいものを欲することができない。１）それが知られていない場合、２）私に
とって完全にどうでもよい場合、３）思い違いによって気に入られない場合、４）気に入ら
れるとしても、予見されない場合、５）予見されるとしても、私の骨折りによって存在す
るようになるだろうと予感されない場合。私は多くのわるいものを忌むことができない。
１）私に知られていない場合、２）私にとって完全にどうでもよい場合、３）思い違いによっ
て気に入られる場合、４）気に入られないが、予見されない場合、５）予見されるとしても、
私の骨折りによって阻止されうるだろうと予感されない場合（cf. § ６６６）。
　直観、判定、したがって快と不快、予見、そして予感は、私の身体の位置に従って世界
を表象する魂の力によって現実化され、また、これらの直観、判定、快と不快、予見、予
感によって欲求と忌避は現実化されるので、欲求と忌避も、私の身体の位置に従って世界
を表象する魂の力によって現実化される（cf. §.６６７）。
　欲求と忌避のために必要とされる認識能力の大小に応じて、それらに続くところの、あ

哲学・思想論集第三十六号

80

一
〇
一 １８ 「欲求」と訳したBegierdeは、このあとで「理性的」と形容されるものがでてくることからも分かる

ように、単に「感性的」なものに限定されない。カントも「神」の「欲求」について、この語を用いて
いる（Vgl. XXVIII １０５９ff., １０６５f. usw.）。
１９ マイアーの独訳版では以下のように言われている。「私が或る種の表象を産み出そうと努める場合、
すなわち、私が私の魂の力を、あるいは私を、或る種の表象が私のうちで現実化するように規定する場
合、私は欲する・・・・・〔begehren〕（appetere）。それの反対を私が欲するところのものを私は忌む・・・・〔verabscheuen〕
（aversari ）。したがって、私は、欲したり忌んだりする能力を、欲求能力・・・・（facultas appetitva, voluntas 
latius dicta）をもち、諸々の努力そのもの、あるいは、私の力の私の諸規定は、私が欲する場合、欲求・・

〔Begierde〕（appetitio）であり、私が忌む場合、忌避・・〔Verabscheuung〕（aversatio）である」（§ ４８９）。



るいは、それらによって規定されるところの、欲求能力も大きくなったり小さくなったり
する（cf. § ６６８）。
　欲求する者と忌む者は、或る知覚の産出を意図している。したがって、そのような意図
の根拠を含む諸知覚は、欲求および忌避の「動因」（causa impulsiva, Bewegursache）２０であ
り、それらは魂（anima, Gemüth）の「インセンティブ」（elater, Triebfeder） と呼ばれる２１。
認識は、それが魂のインセンティブを含むかぎりにおいて、「動かす認識」（cognitio 
movens, afficiens, tangens, ardens, pragmatica, practica et viva latius, eine rührende, 

bewegende, thätige, wirksame Kenntniss）であり、それがそのようなものを含まないかぎり
において、「活気のない認識」（cognitio iners, theoretica et mortua latius, eine kalte, leblose 
Kenntniss）であり、この認識がその他の点では非常に完全である場合に、「思弁」
（speculatio, cognitio speculativa, vana, cassa, ein untaugliches Hirngebäude）と言われる。し
たがって、象徴的認識は、そのようなものとして活気がなく、直観的認識だけが動かす。
したがって、全体的などうでもよさの状態においては、全体の知覚が活気がないであろう
し、それに対して、純粋な快の状態、単なる不快の状態、どちらかの優勢の状態において
は、全体の知覚は動かすものである。動かす力をもつ認識は、それらの認識がその他の点
では等しい場合、活気のない認識より、また思弁よりも大きい。それゆえ、認識がより広
大であったり、高貴であったり、真であったり、明晰であったり、したがって、生き生き
としているか、判明であるかであったり、確実であったり、熱烈であったりすればするほ
ど、この認識は大きい（cf. § ６６９）。
　一定の客観に関する均衡の状態は、そこにおいてその客観が等しく気に入られかつ気に
入られない状態である。したがって、そのような均衡の状態においては、同じインセン
ティブが或るものを欲するためにも忌むためにも知覚される。均衡の状態において、もし
一定の客観を欲するために動かす認識が同じ客観を忌むために動かす認識に全体的に等し
いなら、そこから生じる状態は「完全な均衡の状態」（status perfecti aequilibrii, der Stand 
des völligen Gleichgewichts）であるだろう。均衡の状態において私は予見されるものを、
よいものの概念〔ratio〕に応じて、それが気に入られる程度において欲する。そして、わ
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２０ 「動因」とは「意図する者のうちなる意図の根拠」（§ ３４２）である。マイアーのドイツ語訳によれば、
「何故に誰かが或るものをみずからの意図としてもつかの根拠」（§ ２４３）である。「意図」（intentio, 
Absicht）とは「目的の表象」（§ ３４１）であり、「目的」（finis, Zweck）とは、「誰かが或るものを、よい
ものだとみずからに見えるものを現実化するために使用する」場合の「よいものだと行為する者に見え
るもの」（ibid.）である。だから、「動因」とは、一言で言えば、「よいもの（つまり目的）の表象（つま
り意図）の根拠」である。
２１ 「動因」と「インセンティブ」の違いについては、拙稿「カントのいわゆる「動機」概念」１７頁以下
を参照のこと。なお、マイアーの独訳版では、ここに以下の文が挿入されている。「それゆえ、それら
は、対象に関する快と不快において存する、単にその対象がan sichに考察されて、気に入られたり気
に入られなかったりするかぎりにおいてのみならず、その対象が、それにおいてその対象が予見される
ところの状況においても、そして、それらについてそれらがその対象を産出したり阻止するのに充足的
であるだろうと予感されるところの諸力の考察においても、気に入られたり気に入られなかったりする
かぎりにおいて」（§ ４９３）。§ ６７０を参照のこと。



るいものの概念に応じて、それが気に入られない程度において忌む。それ自体において気
に入られたり気に入られなかったりする程度においてのみならず、未来が予見される状況
においても、そして、それを産出したり阻止したりするために心が必要であると予感する
力の直観のもとでも、気に入られたり気に入られなかったりする程度においてそうであ
る。今や、それは等しい程度において気に入られ気に入られない。それゆえ、そのとき私
はそれを等しい程度において欲しかつ忌む（cf. § ６７０）。
　一つの知覚はもう一つの知覚よりも容易に産出されるので、どんな欲求によっても知覚
が現実化されるわけではなく、各々の知覚には魂の諸力の一定の度が必要とされる。欲求
あるいは忌避が、それの客観の産出あるいはそれの反対の産出に必要とされるほど大きい
場合、それらは「現実化する欲求ないし忌避」（appetitio vel aversatio efficiens, Wirkend）
である。それらがそれほど大きくない場合、それらは「現実化なしの」（inefficiens, ohne 
Wirkung）欲求ないし忌避である。欲求あるいは忌避が、それの客観の産出あるいはそれ
の反対の産出に必要とされると欲する者あるいは忌む者が予感するほど大きい場合、「満
ちた」欲求ないし忌避（appetitio vel aversatio plena, völlig（„beschliessend“ übersetzt von 
G.F. Meier））であり、それらがそれほど大きくない場合、それらは「満ちてない」欲求な
いし忌避（minus plena, noch nicht völlig（„nicht beschliessend“））である。現実化する欲求
ないし忌避を動かす認識とその認識の動かす力は、「生き生きと し た」も の（viva strictius, 
incendens, sufficiens ad agendum, die Erkenntniss und ihre bewegende Kraft ist lebendig）であ
る。現実化なしの欲求ないし忌避を動かす認識とその認識の動かす力は、「死せる」もの
（mortua strictius, insufficiens ad agendum, solicitatio, todt, und höchstens in blossen 
Reizungen, oder Rührungen bestehend）である。満ちた欲求ないし忌避を動かす認識とそ
の認識の力は、「完全に動かす」もの（complete movens, vollständig bewegend）であり、
しかし、満ちてない欲求ないし忌避を動かす認識は、「不完全に動かす」もの（incomplete 
movens, unvollständig bewegend）である。生き生きとした認識は、他の点で等しい場合、
死せる認識より大きく、不完全に動かす認識は完全に動かす認識よりも小さい（cf. § ６７１）。
　私は空虚な予感において、欲求ないし忌避の一定の度を、実は十分でないのに、客観な
いしそれの反対を産出するために十分と見なすことができるので、その場合でも、私の満
ちた欲求および忌避は現実化なしでありうる。そして、同じ根拠から、私が十分であるよ
りも大きな欲求ないし忌避が必要であると予感する場合には、満ちてない欲求ないし忌避
が現実化するものでありうる（cf. § ６７２）。
　均衡の状態においては、予見および予感の後で欲求は忌避に等しい。それゆえ、満ちた
忌避においては、同じものの欲求も満ちたものであるが、同時に、忌避が満ちたものであ
る以上は同じものの欲求は満ちてないことになるであろうし、欲求が満ちたものである以
上は同じものの忌避は満ちてないことになるであろう。それゆえ、もしも均衡の状態にお
いて私が満ちた欲求ないしは忌避をするとするなら、私は同じものを満ちてない仕方で欲
するか忌むかすることになってしまうであろうが、このことは不可能である。それゆえ、
全体的な均衡にしろ、部分的な均衡にしろ、完全な均衡にしろ、そうでないにしろ、均衡
の状態においては、予見および予感の後で私は満ちた欲求も満ちた忌避もなすことはな
い。だから、もし私が満ちた欲求ないしは忌避をなすなら、私は現実化されるべき客観お
よびそれの反対の予見および予感の後で均衡の状態においてあるのではない（cf. 
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§ ６７３）。
　もし私が何かを予見し、私の一定の骨折りによって存在するか阻止されるかすると予感
し、よいものであると同時にわるいものであると直観するが、快の優勢か不快の優勢かに
おいてあるなら、そこから生じる心の状態は「過重の状態」（status superpondii, der Stand 
des Übergewichts）と言われる。過重の状態においては、欲し忌むための等しくないイン
センティブが知覚される。それゆえ、過重の状態において、欲求が忌避よりも、あるい
は、忌避が欲求よりも強いのは、快が不快よりも、あるいは、不快が快よりも優勢である
のと同様である。それらの快ないし不快は、或いはそれ自体において或いは将来の状況に
おいて考察された客観からのものであるが、しかも、それを産出したり阻止したりするた
めに用いられるべき力の直観のもとで結び合わされるのである（cf. § ６７４）。
　「活動的な欲求および忌避」（appetitio et aversatio efficax, Begierden und Abneigungen sind 
wirksam und ernstlich, es ist uns damit ein Ernst）と言われるのは、１）真剣な、すなわち、
装われたのでないそれらであり、装われたそれらは「不活動的な（inefficax, angenommen, 
vorgegeben）欲求および忌避」である。２）装われたのでない、真剣な欲求および忌避は、
それらが根拠であるかぎりにおいて、帰結をもち、或るものがそれらに依存している。
「全く不活動的な（inefficax omnino, gar nichts heissende, mit denen es gar nichts zu sagen 
hätte, völlig unwirksam）欲求および忌避」は、全体的に不毛であり、いかなる欲求でも忌
避でもないことになろう。しかし、a）よりわずかの活動しかもたないのは、より少なく
満ちたものであり現実化なしのものである。b）より大きな活動をもつのは、たとえそれ
が現実化なしであり、それのより満ちてない点において時折相対的に不活動的と言われる
としても、満ちたものである。それ自身は、もしそれが現実化なしであるなら、現実化の
点において不活動的と呼ばれる。c）最も現実化するものは、それのより満ちてない点や
現実化なしの点において時折相対的に不活動的と呼ばれる。どうでもよい状態において、
私は欲することも忌むこともせず、それゆえ、何らかの意味において活動的ではない。客
観およびそれの反対の予見および予感の後でとどまっている均衡の状態において私は、私
たちが中間と見積もった度において活動的に欲することも忌むこともしない。欲求および
忌避における活動のこの度は、純粋な快か、純然たる不快か、過重の状態を必要とするで
あろう（cf. § ６７５）。

５　下級欲求能力

　第１７節で「下級欲求能力」（facultas appetitiva inferior, das untere Begehrungsvermögen）
について論じられる。欲求能力は認識能力に従うので、欲求能力は下級認識能力に従い、
「下級欲求能力」（facultas appetitiva inferior, das untre Vermögen zu begehren）であるか、そ
れとも、上級認識能力に従うかである。若干の感性的に表象されたものを私は欲求し忌避
する。それゆえ、私は下級欲求能力をもつ。その能力によって現実化される欲求および忌
避 は、「感 性 的 な 欲 求 お よ び 忌 避」（appetitiones et aversationes sensitivae, sinnliche 
Begierden und Abneigungen）であり、それらは、身体の位置に従って世界を表象する魂の
力から生じる。その欲求の能力は「肉欲能力」（facultas concupiscibilis, das Vermögen 
sinnlicher Begierden）であり、その忌避の能力は「嫌厭能力」（facultas irascibilis, das 
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Vermögen sinnlicher Abneigungen）である。下級欲求能力は下級認識能力とともに時折
「肉」（caro, das Fleisch）と言われる（cf. § ６７６）。
　感性的な欲求および忌避は、曖昧な表象あるいは混雑した表象から生じる。両表象は、
それらが欲し忌む動因であるかぎりにおいて、「刺戟」（stimulus, sinnliche Triebfeder）であ
る。曖昧な刺戟から生じる比較的強い欲求は、「本能的衝動」（instinctus, sympathia, amor 
naturalis, ein blinder Trieb）であり、同様の忌避は「本能的嫌悪」（fuga, antipathia, odium 
naturale, ein blinder Abscheu）である（cf. § ６７７）。
　混雑した認識から生じる（比較的強い）欲求および忌避は、「欲動」（affectus, passio, 
affectio, perturbatio animi, Gemüths-Bewegung, Beunruhigung, Leidenschaft）である２２。それ
らの学は「パトロギア」（pathologia）であり、１）「心理学的（psychologicus）パトロギア」
はそれらの理論を説明する。２）「感性的（aestheticus）パトロギア」は、それらを呼び起
こし、抑制し、表示する規則を含み、そこには、「演説的、修辞的および詩的パトロギア」
が属する。３）「実践的（practicus）パトロギア」は、欲動に関する人間の義務を提供する（cf. 
§ ６７８）。
　比較的強い欲求であるところの欲動は、比較的強い感性的快から生じるので、この快は
結び合わされた快を増やし、そこから、そのような欲動は「快適な欲動」（affectus 
iucundus, angenehm）と言われる。そして、それから欲動が生じるところの快が、連合す
る不快を曖昧にするかぎりにおいて、「不快適ではない欲動」（affectus gratus, nicht 
unangenehm）と呼ばれる。比較的強い忌避であるところの欲動は、比較的強い感性的不
快から生じるので、かの連合する不快を増やし、そこから、そのような欲動は「煩わしい
欲動」（affectus molestus, beschwerlich）と呼ばれる。そして、それから欲動が生じるとこ
ろの不快が、連合する快を曖昧にするかぎりにおいて、「不快適な欲動」（affectus ingratus, 
unangenehm）と呼ばれる。不快適ではない欲動と不快適な欲動から合成されている欲動
は「混交した欲動」（affectus mixtus, gemischte Leidenschaft）である（cf. § ６７９）。
　欲動が内的な感覚と見なされて可能なかぎり強くなると、それは和らげられる。時はそ
れの医者である。より強い欲動はより強い直観から生じるので、その欲動は気に入られた
り気に入られなかったりするものの象徴的認識を曖昧にする。ここから、より強い欲動は
言い表わしがたいものであり、その欲動が言葉において解き放たれるなら、その欲動は同
じ原因によってしばしば和らげられる（cf. § ６８０）。
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２２ バウムガルテンは「情動」（Affekt）を「欲動」（Leidenschaft）から区別していない（だから、ここで
は、バウムガルテンにおける意味を顧慮してaffectusを「欲動」と訳した）が、カントは両者を区別す
ることの重要性を繰り返し論じている（Vgl. VII ２５１ff., XXV １１１５ff. usw.）。カントにおいて両者への屈服
は、理性の支配を排除するという理由で、ともに「心の病気」と呼ばれうるものであり、両者は激しさ
の程度からいっても等しいものである（Vgl. VII ２５１）が、「情動」が「主観のうちに反省・・（それに身を
ゆだねるべきか、それとも、拒むべきかの理性表象）を生ぜしめる余地のないような感情」（VII ２５１）、
「私たちの平静を失わせる感情」（XXV １１１５）として「感情」の一種であるのに対して、「欲動」は「主
観の理性によってほとんどあるいは全く制されえない傾向」（VII ２５１）、「私たちを支配する欲求」（XXV 
１１１５）として「欲求」の一種である。この区別も、「感情」と「欲求」との関係についてのカントの基
本的な見方がバウムガルテンと異なるためのものと思われる。
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　より強い感性的快および不快を増やすものはすべて欲動を増やす。ここから、それから
欲動が生じるところの快ないし不快が、合成されたものであればあるほど、より高貴で
あったり、より真であったり生き生きとしていたり確実であったり熱烈であったりすれば
するほど、欲動は大きい。一方が単に欲動の原因をわるいものないしはよいものとして感
覚するだけであり、他方が同時に想像したり予見したりもする場合、後者の欲動は、他の
点で等しい場合、前者の欲動よりも大きいであろう（cf. § ６８１）。
　快適な欲動は「喜び」（gaudium, Freude）である。現前するものからの喜びは（未来の
帰結のために）「楽しさ」（laetitia, Fröhlichkeit）である。過去のものからの喜びは（未来の
帰結のために）「充足」（satisfactio, Zufriedenheit）である。喜ぶ者がなしたことからの充足
は「自己自身における安らぎ」（acquiescentia in se ipso, Beruhigung in sich selbst）である。
もはや差し迫っていないわるいものからの喜びは「晴れやかさ」（hilaritas, das Frohsein）
である（cf. § ６８２）。
　比較的不確実な未来のものからの喜びは「希望」（spes, Hoffnung）であり、確実な未来
のものからの喜びは「信頼」（fiducia, Zuversicht）であり、その未来のものの現前を欲する
かぎりにおいて、「熱望」（cupiditas, Verlangen）である。困難なよいことへの熱望する信頼
は「勇気」（animositas, Muth）であり、比較的大きな勇気は「勇敢」（audacia, Kühnheit）
である（cf. § ６８３）。
　名誉からの喜びは「名誉欲」（gloria, Ehrliebe）であり、他人の不完全性からの喜びは
「意地悪」（malevolentia, Missgunst, Ungunst）である。他人の恥からの楽しい意地悪は「あ
ざけり」（irrisio, Verspottung）である。或る物の完全性からの喜びは「愛」（amor, Liebe）
である。慈善家への愛は「感謝」（gratitudo, Dankbarkeit）（gratus animus）であり、不幸な
者への愛は「慈悲」（misericordia, Barmherzigkeit, das Erbarmen）であり、比較的完全な者
への愛は「好意」（favor, Gunst）であり、劣った者への愛は「恩情」（benevolentia, 
Gewogenheit）であり、恩情をもつ者にとって少ししか有用でない劣った者への愛は「恩
恵」（clementia, Gnade）である（cf. § ６８４）。
　煩わしい欲動は「悲しみ」（tristitia, Betrübniss）である。過去のものからの悲しみは（未
来の帰結のために）「悲哀」（luctus, das Trauern, Traurigkeit）であり、現前するものからの
悲しみは（未来の帰結のために）「悲嘆」（maestitia, der Harm, das Härmen）、（maeror）で
あり、悲哀する者のなしたものからの悲哀は、「後悔」（poenitentia, die Reue）である（cf. 
§ ６８５）。
　比較的不確実な未来のものからの悲しみは「憂慮」（metus, Besorgniss, Kummer）であり、
差し迫ったそれからの悲しみは「恐怖」（timor, Furcht）であり、より大きなものからの恐
怖は「戦慄」（horror, das Grausen）であり、確実なものからの戦慄は「絶望」（desperatio, 
Verzweifelung）であり、思いがけないものからの戦慄は「驚愕」（terror, Schreck）であり、
希望の不確実性からの悲しみは「臆病」（pusillanimitas, Kleinmuthigkeit）であり、求めら
れたものの遅れからの悲しみは「あこがれ」（desiderium, Sehnsucht）であり、あらかじめ
よいと表象されたものからの悲しみは「辟易」（fastidium, Ekel）である（cf. § ６８６）。
　軽蔑からの悲しみは「羞恥」（pudor, Scham）であり、他人の不完全性からの悲しみは
「同情」（commiseratio, Mitleid）であり、他人の完全性からの悲しみは「憎しみ」（odium, 
Hass）であり、他人のよいものの欲求からの憎しみは「嫉み」（invidia, Neid）であり、不
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正からの驚愕は「立腹」（ira, Zorn）である（cf. § ６８７）。
　再生されたのではない或るものの直観は「驚き」（admiratio, Verwunderung）である。ま
だ私たちが認識していないものを認識する本能的衝動は「好奇心」（curiositas, Neubegierde）
であり、それは、心の能力の差異性に応じて、叙事的認識へもたらされる「叙事的
（historicus）好奇心」であるか、それとも、哲学的認識へもたらされる「哲学的
（philosophicus）好奇心」であるか、それとも、数学的認識へもたらされる「数学的
（mathematicus）好奇心」であるかである。それの魂において煩わしい欲動だけが支配して
いるところの精神を病んだ者は「憂鬱」（melancholicus, schwermuthig）であり、それにお
いて立腹が支配しているところの者は「狂乱」（furiosus, rasend）である（cf. § ６８８）２３。

＊本稿は科学研究費補助金（基盤研究C：２０５２０００６）による研究成果の一部である。
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２３ 上級欲求能力に関しては、「バウムガルテンの意志論」として、稿を改めてまとめる予定である。
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Begehrungsvermögen bei Baumgarten
—Im Kontext der kantischen Philosophie—

Yoshishige HIGAKI

 Alexander Gottlieb Baumgartens Metaphysica, die １７３９ erstmals erschienen ist, war 
seinerzeit eines der fundamentalen Lehrbücher über Metaphysik. Auch Immanuel Kant legte 

sie während der vier Jahrzehnte seiner akademischen Lehrtätigkeit beinahe durchgängig 

seinen Vorlesungen über Metaphysik — und später auch denen über Anthropologie — zu 
Grunde. Deshalb entwickelte sich seine eigene Philosophie in beständiger Auseinandersetzung 

mit ihr.

 Der vorliegende Aufsatz bietet einen kritischen Kommentar über Begehrungsvermögen 

(worin das Vermögen der Lust und Unlust enthalten ist) in der empirischen Psychologie der 

Metaphysica Baumgartens, um den Kontext der kantischen praktischen Philosophie genauer zu 

verstehen.
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